
当日配布資料

~主 催~

~後 援~

平成２５年６月２６日（水）
１４：００～１７：００

仙台市情報・産業プラザ ＡＥＲ６Ｆ
セミナールーム(2) Ａ

（宮城県仙台市青葉区中央）

公益社団法人全国ビルメンテナンス協会
一般社団法人宮城県ビルメンテナンス協会

経済産業省東北経済産業局
国土交通省東北地方整備局

宮城県
仙台市

仙台商工会議所
一般社団法人日本ビルヂング協会連合会

仙台ビルディング協会
公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会

東北電力株式会社
東京建物株式会社
平和不動産株式会社

株式会社ＮＴＴファシリティーズ
日本メックス株式会社
「月刊総務」

一般社団法人日本ビルエネルギー総合管理技術協会



【プログラム】

2013 年夏「ビルの節電・省エネ・省コスト」セミナー

（宮城開催）

開催日時：平成２５年６月２６日（水） １４：００－１７：００

開催場所：仙台市情報・産業プラザＡＥＲ６Ｆ （仙台市青葉区中央 1 丁目 3 番 1 号）

内容：

－１４：００－開催挨拶 公益社団法人全国ビルメンテナンス協会

東北地区本部長 伊藤英明

<<講演>>

－１４：０５－

１．「エネルギー施策の現状について」

／経済産業省 東北経済産業局 資源エネルギー環境部 エネルギー対策課

課長 柏芳郎 氏

－１４：２５－

２．「宮城県における自然エネルギー・省エネルギー計画と取組について」

／宮城県 環境生活部 環境政策課 温暖化対策班

主査 山田範行 氏

－１４：４５－

３．「仙台市役所における緊急節電設備計画について」

／仙台市 環境局環境部 環境都市推進課

環境啓発係長 加藤博之 氏

－１５：０５－

４．「今夏の電力需給状況と当社の節電取組みについて」

／東北電力株式会社 お客さま提案部 エネルギーソリューション

吉岡達也 氏

－１５：２５－ ＜休憩＞

－１５：４０－

５．「ビルにおける節電・省エネ技術の徹底解説」

／日本メックス株式会社 事業推進部

担当部長 緑川道正 氏

（空気調和・衛生工学会 非住宅指針検討委員会委員）

－１６：４０－

６．「BEMS アグリゲータの取組み」

／株式会社NTTファシリティーズ スマートビジネス部 スマートビジネス部門

課長代理 土田俊吾 氏
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宮城県における自然エネルギー・

省エネルギー計画と取組について

宮城県 環境生活部 環境政策課 温暖化対策班

主査 山田 範行 氏
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仙台市役所における

緊急節電設備計画について

仙台市 環境局環境部 環境都市推進課

環境啓発係長 加藤 博之 氏



仙台市役所緊急節電プロジェクト

１ 趣旨

これまで本市は、環境負荷の低減を目的として、また、震災後には電力供給不足対策として、

種々の節電行動に取り組んできたところだが、今般、平成２５年度中に予定される電力料金改定

を受け、財政面における負担削減の観点においても、より一層の節電が求められることとなった。

このため、各職場における職員一人ひとりの節電行動についてはこれまで通り徹底した取り組

みを行うことはもとより、施設･設備面の見直しにも踏み込みながら、市役所総体として、より積

極的な節電対策を緊急に実施するものとする。

２ 節電目標

市役所全体で平成２５年度の購入電力量を平成２４年度比５％以上削減する。

３ 取組期間

平成２５年４月８日（月）から平成２６年３月３１日（月）まで

４ 取組内容

（１） 緊急節電行動の徹底・推進

下記により職員の節電行動を促す取り組みを強化するとともに、「せんだいＥ－Ａｃｔｉｏ

ｎ」と連動したプロモーションにより、市民や事業者における節電の機運を高める。

〔具体的な取組項目〕

・ 節電行動の徹底

全庁共通の節電行動の周知徹底を図るとともに、各課公所独自の節電行動の目標設定を

行う。

・ クールビズの前倒し

震災前は６月１日から実施してきたクールビズの取組みを１ヶ月前倒しし、実施する。

・ 「業務改善意見提案」、「プチカイゼン」の中で緊急節電に関する提案・取り組み募集の呼

びかけ

緊急節電に繋がる新たな業務改善提案や自ら実践し節電効果が認められるプチ改善提案

を広く募集し、優秀と認められる提案者を顕彰するとともに、緊急節電対策に資する対

策は速やかに実施する。

・ 緊急節電セミナーの実施

きめ細かな節電対策に関するセミナーを実施する。
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（２） 「仙台市役所緊急節電設備計画」の策定・実施

中長期的なコストメリットを考慮しつつ、ハード面における緊急的な節電対策を取りま

とめた「仙台市役所緊急節電設備計画」を策定する。

（３） 市有施設における再生可能エネルギー発電設備の導入・推進

指定避難所となる学校等に防災型太陽光発電システムの導入を推進する。

（４） 中長期的な節電・高効率機器の導入方針の明確化

上記（１）、（２）による緊急的な節電対策に加え、今年度策定予定の「（仮称）仙台市市

有建築物低炭素化整備指針」や「公共施設総合マネジメントプラン」とも整合させつつ、市

役所全体での中長期的な節電・高効率機器の導入方針をまとめ、新・仙台市環境行動計画（改

定版）に盛り込む。

（５） 緊急節電対策の進行管理

緊急節電対策本部会議において取り組み状況及び目標達成状況を確認し、全庁にわたる共

通認識のもと、速やかに課題等を把握するととともに必要な措置を講ずる。

《参考》

「せんだいＥ－Ａｃｔｉｏｎ」プロジェクトと連動したプロモーションツール

■各課公所独自の節電行動の目標設定ポスター ■クールビス啓発ポスター
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仙台市役所緊急節電設備計画

１ ねらい

夏以降に実施が見込まれる電力料金値上げを見据え、市役所挙げて一層の節電を進めるため、

中長期的なコストメリットを考慮しつつ、「ＢＥＭＳ導入と省エネ診断強化」、「ＬＥＤ照明（蛍

光灯・電球等）の導入推進」、「その他実効性の高い節電対策の推進」に緊急的に取り組む。

２ 取組項目

（１）ＢＥＭＳ導入と省エネ診断強化

ビルエネルギーマネジメントシステム（BEMS※１）と計測機器の設置事業者（BEMS アグリゲーター
※２）によるエネルギー使用効率化や電力需要の抑制を図るサービスを庁舎等の市有施設の一部に

先行導入する。併せて、これまで実施した省エネ診断の結果を分析し、節電対策の水平展開を図

る。

※１BEMS、※２BEMS アグリゲーターについては 4ページ参照

１）事業費 １００，０００千円

設置費 ９９，０００千円（２０施設）

サービス料 １，０００千円（１０千円×２０施設×５か月（平成２５年１１月～２６年

３月））

２）事業内容

電力消費量の多い市有施設にＢＥＭＳを導入し、電力使用の状況把握と自動制御を行うこと

によって、電力使用量の削減を図る。（経済産業省が所管する「エネルギー管理システム導入促

進事業費補助金」を活用）

①導入施設 ２０施設

補助対象要件に適合する契約電力５０～５００ｋＷに該当するオフィス系、市民利用施設系、

事業系施設の市有施設の中から、ＢＥＭＳの導入で効果的に電力使用量の削減が見込まれる

２０施設を選定。

＜導入候補施設＞

宮城総合支所、戦災復興記念館、高砂市民センター、台原老人福祉センター、泉消防署など

②補助金 ３９，１６０千円（エネルギー管理システム導入促進事業費補助金）

・所 管：経済産業省

・対象経費、補助率：設備価格の１／２、附帯工事費の１／３
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（２）ＬＥＤ照明（蛍光灯・電球等）の導入推進

消費電力が少なく、耐用年数の長いＬＥＤ照明の導入を推進するため、モデル的に青葉区役所

庁舎を全面ＬＥＤ化する。次年度以降、その効果等を検証の上、各区役所等への導入を検討する。

１）事業費 ８５，０００千円（工事費）

２）事業内容 ＬＥＤ化する機器数 ２，２４７台

（３）その他実効性の高い節電対策の推進

これまでの省エネ診断により効果大とされた区役所の空調動力等にインバーター制御を導入す

る。

１）事業費 １５，０００千円（工事費）

（積算内訳 ５箇所×３，０００千円／箇所）

２）事業内容

省エネ診断済みの太白区役所庁舎の空調動力等のインバーター化を実施するとともに、他の

区役所においても順次インバーター化を行う。

（太白区の空調動力等のインバーター化するポンプ等の内訳）

冷却水ポンプ（２台）、冷温水ポンプ（２台）

空調機ファン（６台）、送風機モーター（４台）

（各区の空調動力等の内訳）

※上記よりインバーター化する設備を選定

ＬＥＤ２０Ｗ １灯用 ４８台

２灯用 ２７６台

ＬＥＤ４０Ｗ １灯用 ２８３台

２灯用 １，６４０台

計 ２，２４７台

冷却水ポンプ 冷温水ポンプ 空調機ファン 送風機ファン 排風機ファン

青葉区 ２台 ４台 ９台 ８台 ５８台

宮城野区 ３台 ３台 １０台 ５台 ３４台

若林区 ４台 ６台 １２台 ６台 ４５台

泉区 ３台 １１台 １４台 ７台 ３２台

青葉区役所
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３ 効果試算等

・ 上記施策の実施による節電率は概ね０．６％（半期分）と見込まれ、平成２５年度当初予算で計

画している既定の対策による節電率（０．６％）と合わせると、全体の節電率は１．２％（通年

ベースでは１．８％）となり、これらハード関連の対策に加え、全庁を挙げた行動面の取り組み

等により５％の節電を目指す。

・ なお、今回の対策に要する経費（１．６１億円（補助金分を除く））は、以下のグラフのとおり

となり、その節電効果の積み上げにより、平成２９年度中には回収ができる見込みである。

今回の対策

ＢＥＭＳ ＬＥＤ その他 小計
既定の対策 合計

事業費（千円） 61,000 85,000 15,000 161,000 3,771,000 3,932,000

節電効果（％） 10% 44% 88% --- --- ---

削減（電力）量(a) 126 万 kWh* 9.5 万 kWh* 12.5 万 kWh* 148 万 kWh* 140 万 kWh 288 万 kWh

24 年度使用電力量(b) 2 億 3,833 万 kWh

節電率（％）(a/b) 0.5%* 0.04%* 0.06%* 0.6%* 0.6% 1.2%

削減額（千円） 18,450* 1,390* 1,830* 21,670* 20,500 42,170

＊今回の対策の削減（電力）量は半期分で算定

＜今回の対策による節電効果額の積み上げイメージ＞
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※１ＢＥＭＳ(Building Energy Management System)

ビル等の建物内で使用する電力使用量等のデータを計測蓄積し、導入拠点や遠隔での「見える化」を

図り、空調・照明設備等の接続機器の制御やデマンドピークを抑制・制御する機能等を有するエネルギー

管理システムのこと。本事業においては、社団法人環境共創イニシアチブ（SII）の登録を受けた BEMS

アグリゲータによる機器・システムのこと。

※２ＢＥＭＳアグリゲータ

BEMS アグリゲータとは、経済産業省の「エネルギー管理システム導入促進事業」において、中小ビル

等に BEMS を導入するとともに、クラウド等によって自ら集中管理システムを設置し、補助事業者に対し

エネルギー管理支援サービス（電力消費量を把握し節電を支援するコンサルティングサービス）を行う

エネルギー利用情報管理運営者として、SII に登録を受けたもののこと。（幹事会社に２３社登録）

○ＢＥＭＳ導入のイメージ

デマンド監視により使用電力（全体・フロア毎）の見える化を図ると共に、②空調室外機や照明等の

電力使用量を監視しつつ自動制御を行い、節電をサポートする。

○ＢＥＭＳ導入の効果

①デマンド監視の効果・メリット

デマンド監視による制御（自動・手動）によって、契約電力を低減。

（従来に比べ、概ね１０％以上を削減）

②電力の見える化効果・メリット

深夜や休日、休憩時間、未使用時間帯等の無駄な電力消費を改善。

③照明・空調の設備制御の効果・メリット

空調の設定温度、稼働時間、待機電力対策などに対し、統一した「管理基準」を設け、運用形態を

平準化することにより、電力使用量を削減。（従来に比べ、概ね５％以上を削減。）

○ＢＥＭＳのコストと補助率等（概算）

導入費 補助率 補助額 実質負担額

ＢＥＭＳ導入にお

ける設備費一式
１，８４８千円 １／２ ９２４千円 ９２４千円

ＢＥＭＳ導入にお

ける工事費一式
３，１０２千円 １／３ １，０３４千円 ２，０６８千円

合計 ４，９５０千円 １，９５８千円 ２，９９２千円

（参考）
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夏の電力需給状況と

当社の節電取組みについて

東北電力株式会社 お客さま提案部

エネルギーソリューション 吉岡 達也 氏
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ビルにおける節電・省エネ技術の徹底解説

日本メックス株式会社 事業推進部

担当部長 緑川 道正 氏

（空気調和・衛生工学会 非住宅指針検討委員会委員）



日本メックス株式会社 緑川 道正
（空気調和・衛生工学会 省エネルギー委員会非住宅検討小委員会委員）

ビルにおける 節電・省エネ 技術の徹底解説

• 電力需給バランスの不安定、不安

• エネルギーコストの大幅上昇、経営圧迫
（ ⇒産業空洞化 ⇒地方経済の疲弊加速）

• （貿易国家であるはずの日本が）貿易収支の大幅悪化

• 地球温暖化防止の停滞（温暖化の加速）

• 企業によるCSR、CRE（PREも）、サステナビリティ、
ステークホルダー意識 等の普及

• 経営コストとしてのエネルギーマネジメント意識普及

• サプライヤー、ビル管理会社の対応力（差別化）明確化

• ニュービジネスの可能性

2

【はじめに】 なぜ、省エネ・節電をしなければいけないのか
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7

https://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat7/sub-cat7-2/20130531_11_sanko01.pdf
（2013.5.31復興庁）「持続可能なエネルギー社会(自律・分散型エネルギー社会）懇談会」

（東北経産局）東北地域の特性を踏まえた持続可能な低炭素社会の形成 アクションプランの概要

http://www.tohoku.meti.go.jp/kikaku/vision/pdf/100427_2_4.pdf 8
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１．部分的な改善・改修で（インバーター、ダンパーの追加）など

２．高効率設備への転換（LED照明、複合機など）

３．予算措置をしての大規模改修・設備更新

４．コンサル・専門業者などの支援（BEMSアグリゲータなど）

５．公的支援制度・補助金制度の活用

６．別契約での成果報酬型省エネ業務

７．オーナー主導によるプロジェクト的な省エネ・節電推進

８．テナントに協力依頼しての我慢の省エネ・節電

９．設備運転改善（チューニング）による エネルギーロス の極小化

（エネルギーロスの見える化・見せる化）

9

１．省エネ・節電 の 手法

11

節電対策項目

回答数 比率 回答数 比率

1 空調などの温度設定の見直し 6,944 92.5 7,478 94.0

2 電力需要の少ない曜日に操業 264 3.5 530 6.7

3 　　　〃　　　　夜間操業の増加 242 3.2 348 4.4

4 稼働・営業時間の短縮 824 11.0 1,085 13.6

5 自家発電の設置または増加 257 3.4 278 3.5

6 夏季休暇の増加 512 6.8 669 8.4

7 在宅勤務の（一部）導入 73 1.0 119 1.5

8 サマータイムの導入 257 3.4 501 6.3

9 消費電力の少ない製品（LEDなど） 2,854 38.0 2,541 31.9

10 生産体制の前倒し 200 2.7

11 生産体制の後ろ倒し 41 0.5

12 その他 336 4.5 671 8.4

7,504 - 7,956 -

節電の内容（複数回答）
2012年6月 2011年5月

出典；（帝国データバンク）「夏季の電力使用削減に対する企業の意識調査」

■ 主な節電対策項目 （帝国データバンク調査から）

困惑したまま、相談・共同・連携せず不足のままなので、
節電・省エネ ≠  品質（快適性・執務性・生産性） に
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http://www.j-bma.or.jp/pdf/2012fuyu-setsuden-4.pdf

北海道｢2012年冬・ビルの
節電・省エネ・省コスト｣セミナ－

電力中央研究所 木村 氏 講演から

13

オモテの省エネ
（品質 ∝ 省エネ）

ウラの省エネ
（品質 ≠ 省エネ）

誰でもできる。素人でもできる。 専門知識がないとできない。

オフィスワーカー、総務が担当 設備・ファシリティの専門家が担当

トップの号令とオフィスワーカーの理解が
必要。

総務、ビル管理、設備業者の協力体制
の構築が必要。

総務を中心とした実行組織を作る。 設備調整には費用がかかる。

特に、費用はかからない。 （運転状況に合せて実施する工夫）

■設定値の変更（室内温度など） ■空調システム稼働は適切か

■運転スケジュールの変更 ■運転パラメータ（制御）の設定

■パソコン、複合機のスタンバイモード ■ポンプ圧力の調整

■蒸気ボイラー圧力の調整

必要な

計測は？

すぐに実施
オフィスワーカーに気づかれる理解を得
る必要あり。

オフィスワーカーに気づかれずに実施で
きる。

できる？ テナントの協力が必要（共用部は別） テナントビルでも実施可能

期待効果は？ 徹底した実行で15％達成の事例あり 40％～50％ の省エネ事例もあり

                              【 オモテの省エネ 、 ウラの省エネ 】

電力量、室内温度に加え自動制御、運
転パラメータなど

誰ができる？

どんな体制が
 必要？

何ができる？

電力量、室内温度　が基本

「オモテの省エネ」と「ウラの省エネ」を同時に進めると、大きな効果が見込める。

http://www.eco-sas.jp/tunning/tunning_03.html

パナソニック エコソリューション社「ECO SAS」 から

プロ は どこへ行った？ プロ は 何してる？

14
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（2014.6.28 日経環境シンポジウム）経産省エネ対策課 講演資料（2014.6.28 日経環境シンポジウム）経産省エネ対策課 講演資料 16
https://sii.or.jp/bems/file/speech0628.pdf

高度化・多様化・大規模化・複雑化 したビルにあっては、マネジメント・協働 が大事

17

平成19年度 平成20年度 平成21年度

Kwh 2350654 2242020 2204200

％ 95% 98%

Kw 670 670 670

Kw

///

?

％

? 41122 43855 51930

％ 107% 118%

?

％

⑤　　〃　　発生日・時間

①施設全体電力使用量

ｂ
ガ

ス

（前年度比較）

①施設全体空調用使用量

④最高使用電力（　〃　）

（前年度比較）

8月　8日　19時～19時半

ｃ
水
道

①施設全体使用量

ａ
電
力

⑨契約電力（施設全体）

　①' 内、冷却水補給水量

（前年度比較）

■ データチェック（PDCA）を誰もしていなかったために漏水の見逃し

（ 51,930 – 41,122 ）m3 × 770 円/m3 ≒ 8,920 千円/年 の 損失

① 関西某県指定管理者施設（管理者は電気サブコン）

２．バリアがあると（協働・連携がないと）どうなるか

－　Ｐ 56　－



18
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■ BEMSの制御設定（デマンド制御）、監視、分析をしていなかったために

（670 – 400）kw × 1.510 円/kw × 12 (月/年) ≒ 4,890 千円/年 の 損失

H20年 8月 17日（最高電力発生日） の電力トレンド

時間別蓄熱量の比較

-10

0

10

20

30

40

50

1時 3時 5時 7時 9時 11時 13時 15時 17時 19時 21時 23時

（
%
）

H11年8月1日
（開業時日報記
録）
H22年8月17日
（日報記録）

○ 竣工当初から計装が適切でなかった？
○ 節電の最重要設備である氷蓄熱の運転状況が不明

中央監視盤（BEMS）グラフ

19

H22年 省エネウォークスルー時

H11年 竣工時
■ 氷蓄熱システムの活用、分析をしていなかったために、

数百万 の 損失 ？？？
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20

ｃ．空調運転スケジュール設定（平日の標準時間）

 
③
換
気

排気ファン 7：30～18：15 7：30～18：15

～ ～

 外調機 7：30～18：15 7：30～18：15

 外気ファン 7：30～18：15 7：30～18：15

 全熱交換機 ～ ～

 ファンコイルユニット
個別にオン～18：30、19：30、

20：00、22：00　自動オフ
個別にオン～18：30、19：30、

20：00、22：00　自動オフ

 
②
冷

 空調機 ～ ～

～ ～

 冷温水二次ポンプ ～ ～

　　〃　 　② ～ ～

 
①
熱
源

 冷凍機　① ～ ～

 暖房用ボイラー ～ ～

冷温水発生機 7：30～18：30 7：30～18：30

冷 房 運 転 暖 房 運 転

■ 熱源・冷暖房・換気設備運転スケジュール設定の不適で ・・・

５．基準階（標準用途階）系統管理　※記載のない設備で重要なものは、挿入して下さい

【標準用途名：　　　】

ａ．換気運転管理  ※該当設備がない場合は回答不要

⑤ 空気環境測定結果（ＣＯ2値）

　1) 暖房期　　　　最高  900ppm　，最低  500pm
　ＣＯ2測定値を記入

  2) 冷房期　　　　最高  900ppm　，最低  500pm

③ ウォーミングアップ設定時間　　　分 　設定時間を記入

④ 最小外気取り入れ制御設定　　 ％ 　設定開度を記入

② 全熱交換機の温度設定（中間期制御のあるもの）

　設定温度　　　High　　　℃　，Low　　　℃ 　温度を記入

　2) 設定温度　　　冷房　12程度℃　，暖房　　14程度℃ 　温度を記入

　3) 設定湿度　　　　　　　　％ 　湿度を記入

① 外調機の温度設定

　1) 温度制御仕様　　　給気　　　還気　　　その他（　　） ※　どれかに○

冷凍機と外調機の
同時運転
冷凍機と外調機の
同時運転

外調機の給気温度不適
外気の過剰取入れ

外調機の給気温度不適
外気の過剰取入れ

② 某大手デベロッパー 都内REITビル（管理会社はゼネコン系子会社）

21
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18

③某大手生命保険会社大阪本社ビル

25
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27

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成19年度
平成20年度
平成21年度

〔KW〕 契約電力　1150 〔KW〕

① 契約電力 と 実負荷（デマンド＝最高電力）の乖離、平準化不足
（某大手デベロッパー / 都内複合用途ビル） PM および BM会社 はゼネコン系

３．「協働・連携・マネジメント がないビル 」
における不具合（コスト損失）事例のアレコレ
※連携強化による 省エネ・節電・「省コスト」 の 可能性

契約仕様および契約電力、地域冷暖房契約見直し、空調運転改善 などで、
30,000 千円 / 年 のコスト改善 ＋ 空調快適改善
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冷房ピーク時期１週間の時間別最大電力比較（KW）

300
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600

700

800

900

1000

1100

1200

0時 2時 4時 6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時

（
K

W
）

8月1日（日）

8月2日（月）

8月3日（火）

8月4日（水）

8月5日（木）

8月6日（金）

8月7日（土）

※冷房立上り運転不適で、終日の電力および熱量アップになっていた

② 空調立上り運転の不適、デマンド制御設定、電力平準化の不適・不足

（ 某大手デベロッパー / 都内複合用途ビル （①と同じビル） ）
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4

HO
UR1

6

HO
UR1

8

HO
UR2

0

HO
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2

HO
UR2

4

0102040007 低層冷水2次瞬時流量

0102040031 高層冷水2次瞬時流量

0102050006 低層温水2次瞬時流量

0102050026 高層温水2次瞬時流量

29

③ 空調運転管理の不適 （コストアップ、空調不快、冬季のミキシングロス）

（ REIT / 都内再開発（大規模複合用途）ビル ）
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○○スクエア　冷温水使用量

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

H21 H22【年月】

【GJ】
冷水使用量【GJ】

温水使用量【GJ】

30

④ 同ビル、ミキシングロス（冷温混合損失）管理による数千万円のコストロス

ビルの所有者、経営者、設計・施工者、運営管理者、運転管理者、

すべてが トップレベル だが （と、思われているが）

※ 熱源制御是正、空調運転改善だけで、 37,000 千円/年 の 省コスト成果

⑤

24

（ 中堅デベロッパー / 名古屋地区空調改修ビル ）
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31

⑥

（ 大手通信企業 / 北陸地区 建築・空調改修ビル ）

【○○営業所　所管ビル】 平成21年1月30日

◇中央監視・自動制御システムのフォローアップ現場調査報告

項目 NO。 内容 広小路 栄 桜通

①
システム、仕様、機能は
契約書どおりか

下記機能の未登録が御座い
ました。

下記機能の未登録が御座
いました。

下記機能の未登録が御座
いました。

・タイムスケジュール合成 ・空調機最適起動制御 ･警報インストラクション表示

・空調機最適起動停止制御 ･空調機最適停止制御 ･季節切替制御

･節電運転制御 ･外気取り入れ制御 ・空調機最適起動停止制御

･外気取り入れ制御 ・残業時間積算 ･節電運転制御

・熱源最適起動停止制御

③
①または②で相違がある
場合、そうなった理由

引渡し時機能登録設定を行
なっていませんでした。

引渡し時機能登録設定を行
なっていませんでした。

引渡し時機能登録設定を行
なっていませんでした。

①
各機能初期設定の適否、
過不足はどうか

日月年報の管理点登録の未
設定が御座いました。

・警報表示
代表種別登録の未設定が
御座いました。

日月年報の管理点登録の
未設定が御座いました。

②
各機能現状設定の適否、
過不足はどうか

○ ○ ○

Ｃ ①
「取扱説明書」、「引渡し
図書」の過不足

取扱説明書の内容に一部不
足が御座いました。

△（補足資料作成）
完成図書のオプション表記
を竣工図機能表記と合わせ
る様にする。

ｄ ①
「取扱説明書」再実施の
要否

要 要 要

ｂ

②
システム、仕様、機能は
竣工図または引渡し図書
どおりか

ａ

⑦ BEMS導入での引渡し業務不適、制御設定不足（ 某大手生保投資用ビル ）

33
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⑧ デマンド・節電制御（ピーク電力低減、節電、コスト適正化）制御機能の未設定、
警報レベル設定の不適）

34

（某生保大手A社 / 全国テナントビル群）

36

⑩ 熱源台数制御設定の不適、蓄熱槽活用の不足・不適、冷凍機運転管理の不適
（★某大手生保A社 ＆ ★某大手デベロッパー 区分所有 / 都内再開発ビル）

★ PM;某大手ゼネコン系

★ BM;某独立系大手
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⑪ 新築Sランクビルの省エネ設備、「設計」と「施工」がまったく違っている！！！

（ 某中堅デベロッパー / 中京地区 大規模新築ビル ）

38

○ 冷暖房と換気の同時運転
○ 営業時間に関係ない早朝運転
○ 用途を無視した運転時間、制御設定

４．ビル標準運用・運転（貸方基準又は運用実態）

　※特殊用途は営業日，営業時間（コアタイム）が異なるもの

土　　曜 日祭日

①換　気 8:30～19:30 8:30～19:30

②冷暖房 8:30～19:30 8:30～19:30

①換　気 9～20 9～20

②冷暖房 9～20 9～20

①換　気 ～ ～

②冷暖房 ～ ～

①換　気 8:30～19:30 8:30～19:30

②冷暖房 8:30～19:30 8:30～19:30

①換　気 9：00～19：30 9：00～19：30

②冷暖房 9：00～19：30 9：00～19：30

①換　気 10～20 10～20

②冷暖房 10～20 10～20

事務室

店舗
9～20 店舗運営管理パッケ

9～20

機械室

8:30～19:30 （ファンコイル）各室冷

8:30～19:30

～

平　　日

～

運用（スケジュール設定）

レストラン
カフェ棟

～

～

アトリウム
8:30～19:30

8:30～19:30

旧展示室
9：00～19：30

9：00～19：30

店舗管理

〃

○ 用途・運転目的を考慮しない
共用動力設備 の 過剰運転

（某生保大手B 社 /全国テナントビル群）

⑫ 空調・換気・熱源運転管理
の不適、不具合
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❤ ビルにおける「省エネ・節電」、「運営・管理」の難しさ

経営・運営・運転管理・使用の各段階で多種多様なプレイヤーが係わり、
その意識、スキル、スキーム、担当者、ニーズ、評価も多種多様

日本的 タテ型 狭溢 非効率 不作為 上下関係・・・・・ で バリア ・不具合・不都合が発生

ファンド リーシング コンサル

投資家 ＰＭ会社

共同オーナ

テナント オーナ 運営 ビル管理 設計会社 ゼネコン サブコン 計装業者 メーカー

経営層 経営層 経営層 経営層 経営層 経営層 経営層 経営層 経営層

管理層 管理層 管理層 管理層 管理層 管理層 管理層 管理層 管理層

オフィサー 事　務 事　務 事　務 事　務 事　務 事　務 事　務 事　務

　男性 技　術 技　術 本社技術 建築設計 建築設計 設備設計 システム システム

　女性 営　業 現場技術 設備設計 設備設計 本社技術 本社技術 本社技術

　営業職 監　理 本社技術 現場技術 現場技術 現場技術

　事務職 協力業者 協力業者 管　理 現場技術 協力業者 保守点検 保守点検

営　業 営　業 営　業 営　業 営　業

協力業者 協力業者 協力業者 協力業者 協力業者

省エネコンサル、省エネサービス

４．なぜ、こういう 〇〇 げた ことが 珍しくもなく（潜在的に）起きるのか

39

節電・省エネ・温暖化防止、サステナビリティ
環境マネジメント、エネルギー需給バランス、
デマンド制御、エネルギーコスト、環境会計
金融商品化、BCP・災害対策・老朽インフラのLCCM
少子高齢化・限界集落・シャッター銀座
グローバル化・空洞化・国際競争力
PRE、CRE、ROA、ROE、ROI、TCO
IFRS、I R 、PM、CM、AM、PM、FM、BM、BM
CRE、PRE、PPP、PFI

CSR、ステークホルダー、サステナブル、 I FRS
会社法、会計制度、減損会計、株主配当

❤ 社会・経済の 多種多様・急速 かつ 大幅な変化・激変
（技術者による）省エネ ⇒ マネジメント へ ※経産省エネルギー対策課長講演

40
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・BAS ・BEMS ・自動制御 ・BIM   ・CAD   ・CAFM ・ASP 
・メンテナンスフリー ・遠隔監視 ・エリア管理 ・ESCO   ・ソフトESCO 

ストック物件の改修時期到来
税収低下・財政の厳しさ拡大
経営的維持管理の要求拡大

民・官の競争入札制度
管理コストの削減圧力
高度な維持管理者の不足

施設ニーズの多様化・高度化
社会構造変化による施設ニーズ
ＢＡＳ・ＢＥＭＳの本格普及

バブル崩壊、経済不況の長期化
産業・経済構造の激変
地域構造の変化・街の変化

ファシリティを
取り巻く環境の激変

設計・施工、設計意図・取扱書の説明不足
チューニング・オペレーションの不適・不足
高度技術管理者・中堅要員の不足

加えて（というより本質的に）、技術を含みビルを取り巻く状況、環境の激変

41

42

資料提供；東芝 池田 耕一 氏
「ビル管理システムの最近の動向」

80年代以降ビルの中核である
BAS・BEMS・自動制御 は

総括的には誰も把握せず、
オペレーションも出来ず

❤ ビルの高度化・多様化・大規模化
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従来のように （上下型の）１；１；１ の運営・管理では無理

ビル担当者だけではなく、管理委託者側・受託者側それぞれの組織、
社員、地域、取引企業 など ステークホルダー と 協働・連携 することで、
「省エネ」・「節電」・「地球温暖化防止」・「省コスト」 を 推進することが大事

水平型・協働型 の N ＆ N ＆ N ＆ ・・・ で

「くまモン」 のように、 「初音ミク」 のように

［ 参 考 ］

■あなたの知らないすごい組織
ゆるキャラ を “売るキャラ” に変えた 熊本県職員たち

http://business.nikkeibp.co.jp/article/report/20121026/238634/
■ 「共感が情報通信を変える」 初音ミク を生んだ 伊藤博之 が考える

コンテンツ産業の未来形
http://wired.jp/2012/04/10/hiroyuki-itoh-neworder02/ 43

❤

５．だから、協働・連携（し、マネジメント）していくことが最重要

44

そうすれば、魔法のような成果も・・・（場合によっては）

① パナソニック（エコソリューション社） と 設計会社、 空調サブコン の協働
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その経営的意味

削減

① 竣工翌年 2,392

2,200

② 2007年 1,833 559 55,535 55,535

1,860 340 6,242 6,242

③ 2008年 1,700 133 55,535 13,213 68,748

1,820 40 6,242 734 6,976

④ 2009年 1,532 117 55,535 13,213 16,690 85,438

1,415 40 6,242 734 734 7,710

⑤ 2010年 1,507 25 55,535 13,213 16,690 2,484 87,922

1,650 235 6,242 734 734 2,387 10,097

⑥ 2011年 1,292 215 55,535 13,213 16,690 2,484 109,282

※1,650 0 6,242 734 734 2,387 5,508 15,595

37.0 885

[％] [MJ/m2]

50.0 1,100

[％] [MJ/m2]

328,668

453,545

東日本大震災前4年間の省コスト累計

         大震災後を含む過去5年間の省コスト累計

　　　　※ 2012年度の契約電力は 1,350 [KW]

原
単
位
削
減

⑤：①

⑥：①
[％]

  エネルギーコスト削減額 （千円）
 （単価 2．1 円/MJ、1,530 円/KW）

原
単
位
※

パナソニック東京汐留ビル
 竣工 2003年　延床面積　59,449 m2

上段；原単位
累　計
（千円）

下段；契約電力

45

46
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■ 竣工翌年（2004年度） と 2010年度の比較

・原単位（MJ/m2） 1,974 ⇒ 1,394 （2011年度 1,099）
・契約電力（KW） 2,700 ⇒ 2,008 （2011年度 1,633 ※） ※デマンド

48

② キヤノンマーケティングジャパン と ゼネコン、ビル管理会社 の協働

（2013.6.3） 2013年夏 「ビルの節電・省エネ・省コスト」セミナー（東京会場）講演資料 50
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http://www.hkd.meti.go.jp/hokne/sui7th_result/data2_1.pdf

（省エネ町内会制度）

51

③ 北海道経済産業局 と 各地域・業界・企業など との協働

52
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【電　力】　kwh/年

Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４ 合　計

H12年度 22,670,230 3,363,330 1,254,070 624,299 27,911,929

H13年度 21,337,860 3,244,741 1,221,270 597,437 26,401,308

（削減量） 1,332,370 118,589 32,800 26,862 1,510,621 ▲ 5.4%

【空調用ガス】　Nm3/年

Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４

H12年度 1,599,828 341,728 105,366 97,955 2,144,877

H13年度 1,536,952 278,910 85,633 90,117 1,991,612

（削減量） 62,876 62,818 19,733 7,838 153,265 ▲ 7.1%

【水　道】　m3/年

Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４

H12年度 61,251 18,700 9,214 4,234 93,399

H13年度 53,724 17,487 8,865 3,934 84,010

（削減量） 7,527 1,213 349 300 9,389 ▲ 10.1%

【重　油】　KL/年 【冷温水発生機／運転時間】　ｈ/年

Ｓ３ Ｓ４

H12年度 38,670 H12年度 2,231.4

H13年度 37,179 H13年度 1,862.4

（削減量） 1,491   ▲  3.9% （削減時間） 369.0 ▲ 16.5%

A. 某生命保険S社・仙台地区テナントビル群での省エネ成果（H13年度）

６．東北（仙台）地区ビル群での省エネ協働・連携事例

53

既 存

← 空調改修 →

防雪フード
冷却風量
ショートサーキット

増エネ
設備寿命の低下
環境問題

（〇〇ビルサービス）ＢＭ勉強会資料
物足りない事例（工事のチェック、具申）・・・ＳＢＭもだが

54

－　Ｐ 73　－



■設計・運転管理が正しくても、立地や負荷特性
の配慮が不足すると、エネルギー効率の低下
（増エネ）に繋がる危険性が

■ハード面の不具合、不適も同時にチェック

55

60万円の意味（利益）を考える
60万÷2.5％（利回り例）＝２４００万円
右から左のスルーパス（無判断）でいいのか
自社のビジネス（サービス）拡大は？

（〇〇ビルサービス）ＢＭ勉強会資料
品質とのバランスを取りながら、コスト管理（削減努力）に当事者意識を持つ

見積業者 見積金額 査定金額 ポンプ仕様 　　備　　　考

戸田建設 1,734,000 － エ バ ラ 400V
11KW

周辺配管工事あり

陽光ＢＳ 1,120,000 1,100,000 〃 〃
7.5KW

　　　〃

56
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59

凡そ ６，７００ ha の広さに 植 林 したのと同じ効果 ？
（ 東京ドーム 1,400 個分 ）

■ 仙台から始まり、某S生命保険会社 テナントビル群での

省エネ取組み成果 （ 平成１０年度～１５年度 ）は

項　　　目

省エネルギー率 11.40 ％

省エネルギー量 1,673,350 ＧＪ

CO2換算 56,959 ｔ-CO2

原単位削減 209 ＭＪ/ｍ2

省エネルギー金額 千円

成果数値

■ 省エネ大賞 制度 平成 12年度 東北経済産業局長賞 受賞
13年度 近畿 〃 〃
14年度 中部 〃 〃

15年度 関東 〃 〃

60

電力事業連合会2002年ベース

原単位トレンド　〔MJ/㎡・年〕

1,400

1,550

1,700

1,850

2,000

平成 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年

原単位

平成 MJ/㎡ 対前年度 対10年 対前年度 累計

10年 1,827 ー ー ー ー

11年 1,746 4.4 4.4 198,450 198,450

12年 1,712 1.9 6.3 83,300 480,200

13年 1,701 0.6 6.9 26,950 788,900

14年 1,675 1.5 8.3 63,700 1,161,300

15年 1,616 3.4 11.4 139,650 1,678,250

16年 1,592 1.5 12.9 50,400 2,171,750

17年 1,575 1.1 13.8 35,700 2,700,950

18年 1,550 1.6 15.2 52,500 3,282,650

比較（年度省エネ効果）　% 削減エネルギー量  GJ

15． 2

■ 原単位トレンド 〔MJ/m2 、％〕

省エネアクション開始から 8年間で 累計１３５ 億円 のエネルギーコスト削減
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49

Ａ Ｂ Ｃ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

①

②      〃　　　、ショートサーキットの是正

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ 自動ブロー制御設定の見直し、適正化

⑨ 冷却水配管ストレーナの清掃

⑩ フリークーリング（冷却水を冷水として利用）

ａ．冷凍機

１. 熱源設備

冷温水発生機、空気比の是正・適正化

冷却風環境および冷却風量の是正・適正化

負荷を考慮した冷却水流量の調整

ｂ．冷却塔、冷却水ポンプ

　　　〃　　　　、冷却水温度設定の見直し、調整

チェック欄

負荷を考慮した運転時間設定見直し

　　　〃　　　　、冷温水温度設定の調整

　　　〃　　　　、群管理発停順位の見直し、調整

　　　対 象 設 備 、省 エ ネ 項 目 ・手 法

余冷・余熱運転の活用

中間期、軽負荷期の昼間時間帯など（朝の立上り時以外）停止

空冷冷凍機、冷却風環境の是正・適正化

　　　〃　　　　、冷温水出入口の大温度差化

　　　〃　　　　、群管理温度差設定の見直し、調整

ファンベルトの張り調整

　　　〃　　　　、群管理発停順位の見直し、調整

Ａ Ｂ Ｃ

① 冷暖房運転時のウォーミングアップ時間設定見直し

② 　　〃　　取入れ外気量（換気量）の適正化

③ 　　〃　　　、最小外気取入れ制御設定の見直し

④ 　　〃　　　、外気および排気ダンパー開度調整

⑤ インバーター、周波数（低減）固定による運転

⑥ 　　　〃　　　、最小周波数設定の見直し

⑦ 給気温度設定の見直し（過剰外調処理の注意）

⑧ 外気温度に合わせての外調（一次）処理停止

⑨

⑩

⑪

⑫ 外気冷房の活用

⑬ ナイトパージの活用

⑭ （給気）露点温度制御設定の見直し、変更

⑮ 加湿制御設定の見直し、変更

⑯

⑰ 外気取入れ口の見直し

⑱ 排気口見直しによる空冷機器の効率アップ

⑲ 冷暖房延長運転時の機械換気停止

⑳

換
気
量
適
正
化

加湿期以外のエリミネーター取外し

手動による熱交換ローター運転または停止（　　〃　　）

　　　対 象 設 備 、省 エ ネ 項 目 ・手 法

中間期制御設定の見直し、調整（冷暖房期、中間期）

２. 空調設備

ａ．外調機、全熱交換機

ショートサーキットの是正

外気冷房制御設定の見直し、調整（中間期、冷房軽負荷期）

チェック欄

省エネ 相互検討 チェックシート

61

50

赤字；問題・課題あり、再検討・再確認が必要　　

ST SS-1 HT-x HT-Z N

55,540 50,925 94,493

第二種 第一種 第二種 第二種

（仙台） （東京第二） （晴海） （晴海） （二番町）

同和興業 大星ビル管理 丸誠 日本ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ 大林ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ

6,520 37,322 11,752 19,300

特別高圧A-Ⅱ 負荷率別2-A 高圧電力　？ 特別高圧　？

冷水 冷水 / 蒸気

ａ ① 2,500 2,500 6,600　？ 3,100 2 ,700

② 2,460 2,482 4,700 3,050 2,100

ｂ ① 459 ～935 593 ～ 1,006 470 ～850 485 ～965 501 ～1,182

② 650 700 800

③ 432 ～879 582 ～ 1,068 450 ～950 480 ～1,205 451 ～1,016

④ 650 750 750

ｃ ① 冷水/温水　　 ℃ ？ ？ ？ ？ ？
② 冷却水　　 ℃ ？ ？ ？ ？ ？
③ 最小外気取入 ％ 10 45 20 10

④ ウォーミングアップ(冷暖房) 分 ？ 90 60 60

⑤ 基準階貸室温度℃ （冷/暖） 27／20 27  ／  21 26  ／  22 26  ／  24

⑥ 　　〃　貸室湿度℃ ％ 40 40 45 40 60
⑦ 外調温度 （冷/暖） 28／18

⑧ 全熱交換機中間期制御 ℃ ？ ？ ？ ？
⑨ 外気冷房制御 ℃ ？

ｄ ① 1階ホール （冷/暖） 28／18   25 ／ 24   27 ／ 25

② 基準階共用部 （冷/暖）   25 ／ 24   28 ／ 26 27  ／  24

③ 電気室ファン ℃ 24.5 30

④ 〃　　　パッケージ ℃ 35 26 28 30

⑤ ＥＶ機械室ファン ℃ 35 28 30

⑥ 〃　　　パッケージ ℃ 26 28 30

⑦ ゴミ置場パッケージ ℃ 15 5 7

集合研修Ⅳ（H20. 7. 3）　対象各ビル　 空 調 運 転 管 理 状 況

　　　　　　　　（延床面積）　m2

　　　　　　　　　　　　（事業所）

　　　　　　　　　　　　　省エネ法該当

　　　　　　　地域冷暖房

　　　　　　　　　　　ビ   ル   名

　　　　　　　　　　　　　ビル管理会社

空気環境測定
（Co2濃度　ppm）

　　契約仕様
電力

設
定
温
度
①

冷房期

暖房期

ガス

設
定
温
度
②

電
力

契約電力

デマンド

（平均）

（平均）

64

③ 各ビルの設定・運転状況を （皆で）比較してみる
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B. 某生命保険D社・仙台ビルでの省エネ成果（H20年度）
■ 省エネ大賞 制度

平成 21年度 東北経済産業局長賞 受賞

65

52

仙台第一生命タワ－ビルディング    設備センタ－　　　小梨　進

現状把握： 当ビルでは、主にシ－ズン中はタ－ボ冷凍機１台（主要電源415V、定格出力300kW、
運転電流510A、起動電流994A、冷凍能力460USRT）を運転し、
シ－ズン中に数回ある真夏日に副として吸収式冷凍機１台（冷凍能力400USRT）
を併用して、デマンド対策をおこなっています。
1）シーズン初めとシーズン終わりの時期、2）平日の１８：３０以降 　　　　　　　　　　　　　　
（空調機４４台の内３７台の運転が終了する。）、3）土曜日の
１３：００以降（空調機４４台の内３６台の運転が終了する。）
4）日曜日と祭日（空調機４４台の内１０台のみの運転。）には、
ターボ冷凍機にかかる熱負荷が極端に減少し、発停の頻度
が増加してしまいます。

問題点　：
２）大きい起動電力が消費される。
３）起動時のオイル上がりに起因する、オイルタンク油面の低下。
４）停止時の冷水温度の上昇による空調機ＳＡ温度のバラツキ回数
　が多くなる。

改善点　： 今まで１００％固定設定であった制御盤内にある「モーター電流制御
設定用ポテンショメーター（５０～１００％まで可変）」を操作して、
最大運転電流を制限（ベーン開度を制限）すれば、冷凍機の頻繁な
発停を少なく出来ると考え、メンテナンス業者（ダイキン）に支障が無
いか問い合わせしたところ６０（運転電流310A）～１００％（運転電流
510A）の範囲なら問題ないとのことでしたので、平成19年度は特定の
２名で試験運転を、断続的に行い、本年度（20年）から職場全員が
二次冷水流量に対して、下表の電流設定値を目安にし運転を行って
います。

ターボ冷凍機の運転方法の改善

１）頻繁な発停により、電磁開閉器の接点の磨耗が促進される。

受電電力量KWｈ 対前年KWh 外気平均温度 対前年℃
７月 844680 22.5℃
８月 956800 27.5℃
７月 889240 +44560 24.8℃ +2.3℃
８月 842710 -114090 24.9℃ -2.6℃

低層動力KWh
（ﾀ-ﾎﾞ冷凍機含む）

７月 155760 224230
８月 180300 285180
７月 168200 +12440 228690 +4460
８月 159860 -20440 223160 -62020

平成２０年

高層動力電力KWh
平成１９年

平成２０年

対前年KWh対前年KWh

平成１９年
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追加の感想です。

初めウォーミングアップをしていると、デマンド監視画面-
Ｈグラフの電力使用量にバラつきが出たので、時間配分に
気を付けました。例えば1時間に30分の場合は、空調機北側
と南側と半分に分けて、北側08：45～09：15と南側
09：15～09：45にしました。デマンド監視が30分毎なので、
電力使用量の変動が少なくなる様に振り分けるのが
大変でした。

第一生命タワービルディング
設備センター　　　後藤　圭子

なぜ2つの改善を思いたったかについて。

1）ターボ冷凍機の手動での最大運転電流制御については。
→頻繁な発停で電磁開閉器の接点の荒れ、磨耗（平成16年4月交換
しましたが、18年11月の業者点検で、もう接点の荒れを指摘された。）、
又オイル上がりが激しく（シーズンイン19年4月にオイルレベル
が80％だったのが6月には20％に低下。）等々の不具合発生
により、レシプロ冷凍機のアンロ－ダ－機構の様なものが
タ－ボ冷凍機にないのだろうか？。…..からです。

2）空調機のウォ－ミングアップを立ち上げのみではなく
日中でも取り入れる。
→今年7/13に今シーズン初めてのデマンド警報が発生（契約電力2500ｋＷ、
警報電力2400kW）を期に、いつ、誰でも、確実にデマンドオーバ－の
回避対応ができるものがないか？（現在入力されているデマンド制御機器は
間欠運転機器が主で即応性に乏しい。）、….からです。

仙台第一生命タワ－ビルディング　設備センタ－
小梨
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１．省エネ成果 　※ 19年度と20年度の　11月度～3月度（寒冷地ビル群省エネ運動期間）までの共用エネルギー比較

青森本町 青森新町 青森 弘前 八戸 計 秋田 秋田商中 計

19年度 ① 185,318 125,774 69,481 61,067 92,696 534,336 106,427 145,454 251,881

20年度 ② 181,769 114,022 60,743 56,503 83,543 496,580 100,140 132,528 232,668

3,549 11,752 8,738 4,564 9,153 37,756 6,287 12,926 19,213

1.9 9 .3 12.6 7 .5 9 .9 7.1 5 .9 8 .9 7.6

19年度 ① 76,884 62,450 36,653 12,752 188,739 18,328 18,328

20年度 ② 70,894 46,462 14,132 9,937 141,425 17,138 17,138

5,990 15,988 22,521 2,815 47,314 1,190 1,190

7.8 25.6 61.4 22.1 25.1 6 .5 6.5

19年度 ① 28,000 28,000 23,229 23,229

20年度 ② 26,000 26,000 17,962 17,962

2,000 2,000 5,267 5,267

7.1 7.1 22.7 22.7

19年度 ① 134.8 103.3 17.3 57.5 37.8 350.7 26.5 57.4 83.9

20年度 ② 127.0 82.0 15.1 30.4 32.3 286.8 25.0 52.8 77.7

7.8 21.4 2.2 27.1 5.5 63.9 1.6 4.6 6.2

5 .8 20.7 12.6 47.1 14.6 18.2 5 .9 8 .0 7.3

電
気

原
油
換
算

油

削減量

削減率

削減量

削減率

    青森事業所所管ビル 秋田事業所所管ビル

ガ
ス

削減率

削減量

削減率

削減量

共
用

（全ビル省エネ運動）
2009. 06.  22省エネルギー  NEWS 24

C. 某生命保険D社・東北地区テナントビル群での省エネ成果（H20年度）
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仙台タワー 仙台 盛岡 福島 計 郡山 いわき 計

19年度 ① 1,300,705 295,535 135,746 69,483 1,801,469 152,532 44,864 197,396

20年度 ② 1,206,117 148,962 119,087 57,883 1,532,049 147,289 33,441 180,730

94,588 146,573 16,659 11,600 269,420 5,243 11,423 16,666

7.3 49.6 12.3 16.7 15.0 3.4 25.5 8.4

19年度 ① 137,245 24,042 26,550 187,837 0

20年度 ② 124,783 12,027 11,052 147,862 0

12,462 12,015 15,498 39,975

9.1 50.0 58.4 21.3

19年度 ① 0 0

20年度 ② 0 0

19年度 ① 482.4 73.7 61.5 47.9 665.5 38.0 11.2 49.2

20年度 ② 444.4 37.1 43.5 27.2 552.3 36.7 8.3 45.0

37.9 36.5 18.0 20.8 113.2 1.3 2.8 4.2

7 .9 49.6 29.2 43.3 17.0 3.4 25.5 8.4

電
気

    仙台事業所所管ビル 他事業所所管ビル

ガ
ス

削減率

削減量

削減率

削減量

原
油
換
算

油

削減量

削減率

削減量

削減率

共
用

 郡山第一生命ビル；大宮事業
 いわき第一日本興和ビル；柏S
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使用電力量と最大需要電力の推移
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仙台〇〇ビル 電力トレンド

仙台事業所エリアの勉強会から

（省エネ成果をあげたが、契約電力見直しを怠っていた事例）

省エネ運動開始

70
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（同社HPより、第一ビルディング所管 126ビル共用分）

電気 ガス 冷温水 CO2換算

（kWh） （m³） （MJ） （t-CO2）

① 2007年度 69,462,350 2,848,516 37,108,100 34,950

② 2008年度 65,487,758 2,271,968 36,075,800 32,066

③ 2009年度 61,724,716 1,946,962 32,991,000 29,728

④ 2010年度 61,142,743 2,020,680 31,623,194 29,602

⑤ 2011年度 55,036,483 1,944,162 26,945,040 26,852

20. 8
削減率

①/⑤ 〔％〕 20. 8 31. 7 27. 8

■（空調用）ガスと 冷温水 が極端に減って省コストして）いるのは、

空調（冷房・換気）運転の不適（潜在ロス） を、協働 で是正 していったため

あまりに簡単・短期間に省エネ・省コスト成果が出たので、
管理委託者（オーナーが）レポート提出を依頼してきた

77

❤

78

■手法についてのオーナー（第一生命保険）向け説明資料

【 運用改善による省エネ手法概要 】

A 省エネアンケートツール活用による改善指示
B 委託ビル管理会社本社による支援強化依頼
C 規模別・立地別省エネ研修（各委託会社本社・現場）
D 無料省エネ診断（省エネルギーセンター、クールネット東京）
E 専門家・業者への（無償）支援依頼
F ファシリティ事業部省エネチームによる現地チェック・ネット（人脈）構築
G 〃 BEMS・ＢＡＳ・各種制御盤・各種設備設定の適正化
H 〃 熱源・空調自動制御設定の是正
I 軽微な改修による不具合是正

・削減率は19年8月～20年7月と20年8月～21年7月の各1年間の比較
・対象としたエネルギーは

○共用部電力使用量、 ○空調用ガス使用量（一部 油）、
○地域冷暖房
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【ご参考；マネジメント手法例】

79

省エネ集合研修風景

外部講師資料例①

省エネ集合研修プログラム例

■ 研修スケジュール

① 13：00 ～ 13：10 主催者挨拶 第一ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ　ﾌｧｼﾘﾃｨ事業部　牧 取締役

② 13：00 ～ 13：10 省エネに係る社会トレンドとオーナー、テナントからのニーズ

③ 13：00 ～ 13：10 法改正および都道府県環境条例改正（現状、H21年度改正）

省エネ取組み（手法）について

④ 13：00 ～ 13：10 特別講演

　　㈱ ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ　山本 取締役

⑤ 13：00 ～ 13：10 質疑応答

16:30 終了

◆ 参考配布資料　（ 提供 ； (財) 省エネルギーセンター）

① 省エネ法の概要　2007/2008

② 省エネチューニングマニュアル ※ビル管理会社のみ

   ～ 運用によるビル設備の省エネ実践方法の解説書 ～
③ BEMSデータ解析・活用マニュアル ※ビル管理会社のみ

④ BEMSデータ解析支援ツール　EAST/ECCJ　 〃

   　～ BEMS出力データの解析を支援し、エネルギーの効率化と省エネを実現 ～
⑤ 業務用ビルにおける省エネ推進の手引き　2007/2008

⑥ ビルの省エネルギーガイドブック

   ～ 省エネルギー診断結果と改善提案事例 ～
⑦ Style Book オフィスのスマートファッション

　※ 各マニュアル、パンフレット類は以下から無償入手可能です

　(財)省エネルギーセンター　技術部パンフレット係 pamp1.tech@eccj.or.jp

H20. 6.  17 

省 エ ネ 集 合 研 修

13：00 ～ 13：10 休　憩

① 省エネ集合研修（トップランナー、先行事例創出）

80
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№25. 【○○事業所】 山陰放送・第一生命共同ビルディング

A . 集合研修後省エネ対応項目 赤・茶 ： 要再検討　 、緑 ： 改善

土　　曜 土　　曜

2 ①換　気 時・分 8:50～12:00 9:30～11:00

②冷暖房 8:30～12:00 8:30～12:00

①換　気 8:50～12:00 9:30～11:00

②冷暖房 8:30～12:00 8:30～12:00

4  a- ③ ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ設定維持間 分

   - ④ 最小外気取入制御設定 ％

○テナントである自動計装業者の協力・協働で省エネ検討

B . 研修前からの対応 （他ビルへの参考事例）

 ① 基準階貸室換気の開始時間 冷暖房開始時間に対して 50分 の タイムラグ

 ② 外調機給気温度の過剰設定禁止 冷房　26 ℃　、　暖房　20 ℃

 ③ 冷凍機⇒冷温水ポンプ⇒空調機の時間差起動（冷温水温度確立の確認）

 ④ 冷暖房負荷、外気温度状況を勘案した冷温水温度調整

 ⑤ 　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　冷凍機起動時間の調整

 ⑥ 外気冷房の活用

C . 再検討を要する（望ましい）と思われる項目

 ① １階ホールの機械換気停止（OA , EA ダンパーの閉鎖）

 ② 空気環境測定値からのフロアー別外気量調整（分岐ダクトでのVD調整、ウォーミングアップ設定時間調整）

 ③ 冷温水ポンプまたは空調機の起動時間　　記入間違い？　　　※ B- ③　を参照

 ④ 外調機停止時間　　19時まで必要か

 ⑤ ファンコイルユニット起動時間　　補助空調？　

8:30～20:00

8:50～20:00

8:30～20:00

 ａ．基準階貸室

 ｂ．〃　共用部

25 15

備 考 ・ 特 記
研修前

平　　日

8:50～20:00

9:30～19:00

8:30～20:00

45 60

研修後（省エネ対応）

平　　日

9:30～19:00

8:30～20:00

a. 参加ビルの運転状況改善検討（アンケート）

81
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赤字；問題・課題あり、再検討・再確認が必要　　

ST SS-1 HT-x HT-Z N

55,540 50,925 94,493

第二種 第一種 第二種 第二種

（仙台） （東京第二） （晴海） （晴海） （二番町）

同和興業 大星ビル管理 丸誠 日本ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ 大林ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ

6,520 37,322 11,752 19,300

特別高圧A-Ⅱ 負荷率別2-A 高圧電力　？ 特別高圧　？

冷水 冷水 / 蒸気

ａ ① 2,500 2,500 6,600　？ 3,100 2 ,700

② 2,460 2,482 4,700 3,050 2,100

ｂ ① 459 ～935 593 ～ 1,006 470 ～850 485 ～965 501 ～1,182

② 650 700 800

③ 432 ～879 582 ～ 1,068 450 ～950 480 ～1,205 451 ～1,016

④ 650 750 750

ｃ ① 冷水/温水　　 ℃ ？ ？ ？ ？ ？
② 冷却水　　 ℃ ？ ？ ？ ？ ？
③ 最小外気取入 ％ 10 45 20 10

④ ウォーミングアップ(冷暖房) 分 ？ 90 60 60

⑤ 基準階貸室温度℃ （冷/暖） 27／20 27  ／  21 26  ／  22 26  ／  24

⑥ 　　〃　貸室湿度℃ ％ 40 40 45 40 60
⑦ 外調温度 （冷/暖） 28／18

⑧ 全熱交換機中間期制御 ℃ ？ ？ ？ ？
⑨ 外気冷房制御 ℃ ？

ｄ ① 1階ホール （冷/暖） 28／18   25 ／ 24   27 ／ 25

② 基準階共用部 （冷/暖）   25 ／ 24   28 ／ 26 27  ／  24

③ 電気室ファン ℃ 24.5 30

④ 〃　　　パッケージ ℃ 35 26 28 30

⑤ ＥＶ機械室ファン ℃ 35 28 30

⑥ 〃　　　パッケージ ℃ 26 28 30

⑦ ゴミ置場パッケージ ℃ 15 5 7

集合研修Ⅳ（H20. 7. 3）　対象各ビル　 空 調 運 転 管 理 状 況

　　　　　　　　（延床面積）　m2

　　　　　　　　　　　　（事業所）

　　　　　　　　　　　　　省エネ法該当

　　　　　　　地域冷暖房

　　　　　　　　　　　ビ   ル   名

　　　　　　　　　　　　　ビル管理会社

空気環境測定
（Co2濃度　ppm）

　　契約仕様
電力

設
定
温
度
①

冷房期

暖房期

ガス

設
定
温
度
②

電
力

契約電力

デマンド

（平均）

（平均）

ｂ. 設備運転状況のベンチマーク（改善項目の導き出し）
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◇◇支店所管７ビル／H18年12月　省エネチューニング

設備等 効果 Ａ ﾋﾞﾙ Ｂ ﾋﾞﾙ Ｃ ﾋﾞﾙ Ｄ ﾋﾞﾙ Ｅ ﾋﾞﾙ Ｆ ﾋﾞﾙ Ｇ ﾋﾞﾙ

負 空調負荷 ・ 室内温度条件の緩和(冷房時) ・ 温度設定の変更 ◎ － － － － － － －

荷 ・ 　共用部温度条件の緩和（〃） ・ 　　　〃 ○ ● ● ● ● ● ● ●

の ・ 室内温度条件の緩和(暖房時) ・ 　　　〃 ○ － － － － － － －

低 ・ 　共用部温度条件の緩和（〃） ・ 　　　〃 ○ ● ● ● ● ● ● ●

減 ・ 冷房時除湿制御の取止め ・ 除湿・再熱運転停止 ○ － － － － － － －

・ 在室者に合わせ外気量の削減 ・ 外気ダンパーの調整(絞る) ◎ ● ● ● ● ● ● ●

・ 外気冷房 ・ 外気ダンパーの調整(開く) ◎ ▲

・ 起動時の外気導入制御 ○ ● ● ● ● ● ● ●

・ 最小外気取入制御 ・ 最小開度設定の調整(絞る) ● ● ●

・ ミキシングロスの防止 ・ 冷房期の温水運転停止、 － － － － － － －

・ 暖房期の冷水運転停止 － － － － － － －

・ 中間期から暖房期にかけて － － － － － － －

早めの冷房停止

・ 全熱交換器運転停止(手動制御) ・ 外気エンタルピが室内条件を ○ ■ － ● － ● － ●

　 下回る場合に適用

・ 全熱交換器(自動制御) ・ 中間期制御設定の見直し ○ ● － ● － ● － ●

・ ポンプ、ファンのインバータ ◎ ■ ■

採用による流量調整

・ 照明器具にインバータ安定器 ・ Hfタイプ蛍光灯と併用でより ◎ ■

採用 効果的

熱 熱源設備 ・ 燃焼機器の空気比調整 ・ 空気比を1.2～1.3に調整 ○ ▲ ▲

源 ターボ ・ 台数制御の最適運転(設定値の ・ ビルの負荷特性に合わせ ○ ▲ ▲

機 ガス吸収式 変更/機種・容量が違う場合の 再調整

器 DHC 等 ローテーションの見直し等)

の ・ 手動によるこまめな調整 ・ ビルの負荷特性に合わせた ○ ■ ■

効 手動運転等

率 冷水出口温度設定の変更 ・ 中間期に設定温度を上げる ■ ■ ●

運 (大負荷時・部分負荷時)

転 温水出口温度設定の変更 ・ 冬期に設定温度を下げる ■ ■ ● ■

(大負荷時・部分負荷時)

・ 冷却水温制御の設定値変更 ・ 中間期に設定温度を下げる ○ ● ● ●

△・

・

チューニング項目

　　　　　　　　　　　　　　■：実施済み　　●：今回から実施　　▲：実施を検討　×：未実施

○

◎

対応

ｃ. 省エネ可能項目の想定

83

D . ビル管理会社、事業所（ビル担）からの質問、疑問

 ① テナントの協力が得られない

　⇒ 現状の社会情勢、今後の法対応などを考え、明らかな過剰運転または運用不適切によりエネルギーを浪費している場合は、

　　第一ビルディングが主体となってテナント対処していきます。

　⇒ 但し、テナントの快適性や利便性を犠牲にはしない（客観的にみて過剰な場合は前記）というのが原則です。

 ② 各階空調のみなので各室ごとに温度差がある

　⇒ 各室ごとに異なる冷暖房負荷およびニーズへの追随性（能力）を増すのには、季節（軽負荷季、ピーク負荷季）を勘案して

　　冷温水温度を調整するのが最も効果的です（および冷却水温度も）。

　　　・省エネということで冷水温度設定を高めにしているビルを見掛けますが、可変風量で無い場合は追随性（制御範囲）が

　　　狭くなってしまうので注意

 ③ ３階の端の室への給気量が少ない

　⇒ 以下の順序で確認してみてください

　　1)  同系統のダンパー状況をチェックする（２階→３階への天井貫通部にFDが無いかも）

　　2)  同系統空調機の更新有無を確認する　→更新している場合は、機外静圧能力が同じであるか確認

　　3)  チェックした上で、是正対応が難しい・正常化が必要と判断する場合はゼネコンなどに調査依頼

 ④ 空気サイクルのバランスが崩れている？　（給気・還気・外気・排気）

　⇒ ドラフト障害（風切り音など）が生じている場合はエアバランスの調整を検討してみてください

　⇒通常はトイレ、湯沸室系統ファンからの排気を見込んでいるので、空調機の空気サイクル（風量）は異なるのが一般的です。

ｄ. 参加ビル管理会社とのQ&A（アライアンスの導き出し）

84
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エネルギー使用比率から優先度を考えてみる

空調用電力が 約４８％

照明およびＯＡ機器が 約４０％

この２項目だけで全体の ８８％

照明、ＯＡ機器は分るが、
空調（冷房設備・換気設備・熱源設備・搬送設備）については
誰（と誰）が・いつ、過不足・適否 を 確認した？

７．例えば、定期的（毎週または毎月）に関係各位での打合せの場を持ち、
都度の課題検討、これまでのフォローアップをしてみては如何でしょうか

110

ビルエネルギーの ５０％弱が空調
（熱源・冷暖房・換気・搬送）負荷。
そのまた ３０％ が外気負荷。

執務室の設計人口密度は５m2/人。

実態は１５ m2/人 弱。

設計どおりに換気管理をすると、

３倍もの過剰換気 になるおそれ。

＋
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仙台 も、盛岡 も、山形 も 、 、 、面白い 省エネ管理 が 出来そうだ

［仙台］ 2012年 春・夏・秋の 気温推移 （各月 １日）

外気冷房・全熱交換・ナイトパージ・ウォーミングアップ・換気量調整・・・・・

112

68

〔単位：％〕

800 850 900

600 57 63 67

650 43 50 56

700 29 38 44

750 14 25 33

800 13 22
（外気CO2値450ppm）

目標室内CO2濃度〔ppm〕

現状室内
CO2濃度

〔ppm〕

熱源エネルギーの
削減割合

＜外気量の削減による外気処理の熱負荷軽減率＞（東京都研修資料から）

★表の見方
現状６５０ ppm から 目標 ８５０ ppm に調整

⇒外気熱負荷を、５０ ％ 削減（≒節電）
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例えば、D生命・青森〇〇 ビル
各階PAC空調機が全熱交換器と
連動になっていたので、遅延タイ
マーを設置した

11月 12月 合　計

10年度 5,100 7,800 12,900

20年度 3,400 5,600 9,000

3,900 30.2%

3,900 L   ×　55 円/L  ≒　21. 5　千円 / 2ヶ月

外調機用ボイラーの重油も、
PAC空調機の電気も削減

５～６千円 / 個 のタイマー有無だけで・・・・・
115

某大手生保会社D社 札幌テナントビル群

118
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ビル管理会社（本社）省エネ担当者のレポート

119

◆ 手法 ； A 、 B 、D 、 F
・北海道・東北地区に関しては 11月頃から「寒冷地ビル群」

対応として追加省エネメニューを設けた。
・事前資料や19年夏の成果から問題が多いと判断し、東京

美装本体（東京）を通して現地の本気度を引き出すようにした。
・結果論であるが、事業所とビル管理会社の連携がより強化

される副次的効果もあった。

◇ 成果（削減率）

① 札幌事業所 / 札幌市内５ビル「寒冷地省エネアクション」

札幌 札幌第一生命 8.4%

札幌白石第一生命 6.9%

北一条第一生命 10.3%

サンメモリア 19.2%

新札幌第一生命 2.8%

ビルオーナーへのPMレポート

120
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・ 設計間違いの有無 （特に改修案件に多い）

・ 設計の適否・過不足・配慮不足の有無 （ＶＡＶ・ＣＡＶ・ＶＡＷ・インバーター
制御・冷温水同時制御・快適空調制御・蓄熱槽・空調換気バランス など）

・ 設備・システムの不整合、アンバランス

・ 建築と設備・システムの不整合 （特に空調サイクル、空調静圧）

・ BEMS・BAS・中央監視設備・各種制御盤、制御機能等の未設定、設定不適

・ 〃 設定変更の不足、不適

・ 各設備、運用・運転時における設定最適化の未実施
（電気室・ＥＶ機械室冷房、全熱交換機中間季設定、空調静圧）

・ 自動制御グルーピング、スケジューリング最適化の不足

・ 自動制御・計測機器の経年劣化による不具合、不適

・ ユーザークレーム、ユーザーニーズの適否、対応の適否 など

８．まとめ（是正、改善による、省エネ・節電取り進めのポイント）

① そもそもを （皆で）再確認してみる

•屋上

① 空調設備・換気設備のショートサーキット
② 冷凍設備、冷却塔、エアコン屋外機の

冷却風量、ショートサーキット、現場設定値・計測値（真空度など）
③ 空冷設備または周辺への散水（ブロー水の活用も含む）
④ 冷却水自動ブロー設定の見直し

•基準階および１階共用部 〃

① 外気温度２６℃程度以上の季節・日・時間帯は機械換気停止
② 〃 は、屋内階段防火戸を閉に（特に廊下還気式空調）
③ 冷暖房は停止、または冷房管理温度を３０℃程度に
④ 電気式給湯器は盛夏時期の停止、起動台数・時間帯制限を検討
⑤ 飲料式自販機、各階リフレッシュコーナーも 〃
⑤ トイレ系統排気ファンはコア時間帯のみの運転に

給湯室系統、各階機械室系統排気ファンは原則停止に

・１階ホール

① 機械換気は停止、冷房管理温度は３０℃程度に
② 外気温度２６℃程度以上の日は、玄関・通用口扉を閉に

146

② 手法、項目、対象を （皆で）可否検討・実施・フィードバックしてみる
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•中央管理室（オペレーション）

① 居室機械換気は、外気温度２６℃程度以下は冷房運転より早く、
以上の場合は外気取入量（時間、風量）を必要最低限度に。

※同じ冷房設備（外調機、空調機、FCU、PAC、、、）でも、換気を
ともなう設備は運転順位を後発、先停 で

② 熱源運転は、「冷暖房立上がり時間」と「設備仕様・システム」から
逆算して設定 ⇒起動時間の適否によって、終日の電力増加に

③ 冷水温度、冷却水温度および温度差の仕様を竣工図で再確認
⇒運転状況（温度、温度差、熱量、流量）をみて、手動停止も

④ 空調制御 外気管理の適否が最大の節電要素

1） 外気温度トレンドによって、「ウォーミングアップ」・「外気冷房」、

「中間期制御」、「ナイトパージ」などを最大活用

2） 外調機の給気温度設定は、冷房 26～28℃程度、暖房 16～18℃程度に。

インバーター制御がVAVによる静圧制御方式の場合は、手動に
よるインバーター周波数固定設定を（30～35Hz 前後に）

3） 全熱交換器設定は、●外気冷房時 High 20℃、Low 13℃、
冷房時 High 27℃、Low 18℃ 程度に

147

・ 設備機械室など

1）ガス燃焼系設備室系統以外は昼間時の給排気ファン運転停止

2）電気室、EV機械室；排気ファンとエアコンの並行運転禁止

管理温度設定は３５℃程度に（電気主任技術者に確認）。
給気口・還気口・空調機が（変圧器など）発熱部分から離れている
場合は、簡易ダクトでの改善を検討

3）空調機室が近隣にある場合は、空調機排気（冷）熱を活用
⇒排気せずに空調機械室に放出⇒扉操作で電気室に給気

⇒電気室は給気ファン停止・排気ファンのみ運転

4）冷温水発生機は、冷房運転前に真空度・空気比の適正を確認

5）熱源およびポンプ群、冷却塔群の台数制御設定根拠を再確認。
不適、過不足がある場合は是正改善を。

6）熱源・搬送・空調設備、ローカル制御盤の計測ポイントを再確認

7）熱源蒸気系のバルブ、配管が露出している場合は断熱措置を

8）各配管ストレーナの清掃
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・ 蓄熱設備

1）朝での満蓄状態を確認（なっていない場合はパラメーター変更）
2）蓄熱水槽内の温度分布適正を確認（ 〃 ）。

3）水蓄熱設備は水槽水位の適正を確認。
水槽レベルに余裕がある場合は水量（蓄熱量）増加を検討。

4）水-水熱交換器の一次側・二次側冷水温度状況を確認。
熱交換に問題がある場合は、パネル（プレート）洗浄を検討。

5）一次側・二次側の冷水ポンプ運転台数、温度差の適正確認

・ 駐車場

1）機械式駐車場給排気ファンは停止（夜間・早朝に30分程度運転）
2）自走式地下駐車場は昼間帯の停止、間欠運転、排気ファンのみ
の運転などを検討。可能であればCo2制御機能を附置。

3）平面部分は減灯

4）稼働率によっては、利用フロアーまたはエリアの制限

149

・ ワークスペース関係

1）空調サイクルの適正チェック
⇒レターンガラリ前の障害物、原状変更によるレターン機能喪失
⇒ゾーニング不適、什器・パーテーション等による不具合の有無
⇒給気、還気、排気設備に関する周囲条件や開度の適正

2）熱交換器の適正運転徹底または停止（普通換気⇔熱交換）

3) 開口部管理の適正（出入口扉、窓、室内シャフト）

4) 居室、サーバールーム内のサーモ設定状況
5) ミキシングロスの有無確認

⇒冷温水同時供給の場合
⇒セントラル空調方式、個別空調方式混在の場合

6) 不要不急な会議、コピーの制限（コピーは時間帯も）

7) コア時間帯以外の執務室制限（集中）、フリーアドレス活用

8) PCの省エネモード活用徹底

9) 待機電力発生設備の業務時間外停止

10) アメニティ設備の利用可能台数・時間帯の制限
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ご静聴ありがとうございました

下記の講演資料（PDFデータ）を差し上げます。
希望される方は、e-mail  にて 申し付けてください。本日、名刺をいただくとしても結構です。

① （2013.  6. 26）2013年夏「ビルの節電・省エネ・省コストセミナー」（宮城）

ビルにおける 節電・省エネ 技術の徹底解説
② （2013.  4. 10）JFMAウィークリーセミナー

2013年節電･省エネ･再エネ関する最新ﾄﾚﾝﾄﾞ概要
③ （2013.  5.   8）JFMAウィークリーセミナー

ＦＭ'erでも出来るプロの「省エネ・節電･省コスト」テクニック
④ （2013.  3. 14）JFMA  FORUM 2013

プラットフォームとしての自治体が主導する「省エネ」・「節電」・「地球温暖化防止」
⑤ （2012. 11. 16）北海道｢2012年冬・ビルの節電・省エネ・省コスト｣セミナ－

北海道のビルにおける節電・省エネ技術の徹底解説
⑥ （2011. 9. 30 ～ . 10. 14）日本ビルヂング経営センター「BEMS塾」

・第１回目 、・第２回目 、・第３回目
⑦ （2011.  2.   8） JFMA  FORUM 2011 

自治体で効果をあげる省エネ対策
⑧ （2010.  3.   3） 関東経済産業局「関東地区省エネ事例発表大会」

多様な プレイヤーの協働によるテナントビル群での省エネ推進と成果
※第一ビルディング（第一生命保険ビル群）での成果事例

⑨ （2007.  1. 30）平成18年度ENEX展 「業務用ビルの省エネ促進セミナー

オフィスビルにおける省エネチューニングの適用事例
※スミセイビルマネージメント（住友生命保険ビル群）での成果事例

Mail ； midorikawa-michimasa@meccs.co.jp 158
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BEMS アグリゲータの取組み

株式会社 NTT ファシリティーズ スマートビジネス部

スマートビジネス部門 課長代理 土田 俊吾 氏
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